
｢巡検会報告」

福井・富山・石川県の手取層群巡検

江川佳貴＊・林田

1．はじめに

8月8日（木）～12日（月）の4泊5日にわ

たって，編井・富山・石川県の手取層群の巡

検が行われた．今回の巡検は，恐竜産地見学

と化石採集が中心で，たくさんの化石を採集

することができた．この報告では，3日間の

巡検の詳細について述べる．参加人数19人

8月8日（木）

20:50交通センター集合

21：20交通センタ一発（長距離バス（夜行

便)）

8月9H(金）

8:10京都駅着

8：45京都駅出発（貸切バス）

12:30福井県立恐竜博物館着（館内で昼食）
』16

14:30博物館出発くバス移動15分，徒歩

30分＞

15:15恐竜発掘現場着（福井県勝|｣l市北谷町）

16:30発掘現場出発く徒歩30分，パス45分＞

17:15白峰村宿舎着

8月10日（土）

7：56宿舎出発

8：45化石壁観察（石川県白峰村桑島）

9:10白山恐竜パーク白峰着

10:15白山恐竜パーク白峰出発

10:45尾口村瀬戸野満（河原で化石を採取，

徒歩で河原を歩く）

12:20瀬戸野出発

白山スーパー林道を通り途中バス内で昼食

15:00御手洗（岐阜県）着（化石採集等）

16:00御手洗出発

五箇Illインターチェンジから高速に入り富Ill

インターチェンジでおりる

18:50国民宿舎白樺ハイツ(富山県大山mi)着

19:30誰話

8月11H(LI)

8：00宿舎出発

8：30スポール（大山IHT)着（アンキロサ

耕司簾・永田・永田由希恵潅・梶原宏美＊・中本絵美＊

ウルス足跡化石実物見学）

8：45スポール発

9：15足跡発掘現場（大山HIT)着（発掘現

場を見学）

土捨て場で化石（手取層群植物化石）

を採集

10:20土捨て場出発

11:00八尾IHJ掛畑村着（化石採集）

12:15八尾町掛畑村発

12:30嵩山インターから高速

13:00小矢部川サービスエリアで昼食

13:30小矢部川サービスエリア出発

17：30京都駅着

20：35京都駅発（長距離バス（夜行便)）

8月12日（月）

7：30熊本交通センター着

＊熊大・教育学部学生
－10－

2．巡検地域概略

以下に，前田(1961)をもとに，手取層群

の概略について記述する.mil｣は福井県の九

頭竜川上流地域・石川県の手取川上流地域・

岐阜県の庄川上流地域から採集された中生代

の植物化石49種を記載し，それらの年代を

中期ジュラ紀とし，手取統と命名した．その

後，、手取層群は中部ジュラ～下部白亜系から

なり，むしろ下部白亜系が広く分布すること

があきらかになった．

前田は，手取層群を下位から，九頭竜・石

徹白・赤岩の3亜噌群に大別した．いずれも

主に頁岩･砂岩･牒岩などの砕屑岩類からなる．

九頭竜亜層群

おもに海成層からなり，上半部から中～後

期ジュラ紀のいろいろな種類のアンモナイト

がみいだされている．飛騨帯．宇奈月帯．飛

騨外縁淵の柑成岩類を不整合におおう．

石徹白亜層群

おもに淡水～汽水成層からなり，一・部の地

域では基底部に海成層がある．シダ。ソテツ



類などの多くの植物化石と，シジミ・カキな

どの淡水～汽水生の貝化石をふくむことで有

名である．手取川上流地域で恐竜の歯・足跡

も発見されている．九頭竜加爵群のうえに，

地域により整合または不幣合にかさなる．

赤岩亜層群

すべて淡水～汽水成層からなる．淡水～汽

水生の動・植物化石をふくむが，下位の亜層

群にくらべればすぐない．上部にしばしば酸

性～中性の凝灰岩をともなう．石徹白亜層群

を整合，一部平行不整合におおう．

3．巡検地解説

今回，31三|間で観察した巡検地と内容を以

下に紹介する．

8月9日（金）

stop.1福井県恐竜博物館および化石壁見学

福井県では平成元年以来，2回にわたり勝

山市北谷において恐竜化石調査副蝶を実施し，

恐竜の骨格をはじめ，多数の化石を発掘する

ことができた．この地域には手取層群最上部

の赤岩加曾群北谷層が分布しており，川の流

れによって運ばれた土砂が堆積した地層だと

考えられている．昭和38年（1963）千葉大

教授，前田四郎先生が貝化石の調査に入られ，

ここで約一億年前に淡水海域に生息したトリ

ゴニオイデスという貝化石を発見された．そ

の後ワニやカメの化石とあわせて動物化石が

発見され，後に恐竜化石と確認された．

化石は主に約lmの厚さのポーンベッド

写真①北谷の恐竜発掘現場の壁面

－11－

(骨化澗包含屈）から採集されている．山を

削ってがけをつくり，ポーンベッドを広く慨

出させて，調査を行っている．この日も，地

元の学生が態に盗り洲査をおこなっていた．

ここで実|際に，採取できたのは植物化石のみ

であった．

写真②北谷の恐竜ボーンベッドの露頭

8月10日（土）

stop.2白峰村桑島の化石壁見学

白||嘩村桑島にある化石壁は手取層群から一

番初めに植物化石が，後に恐竜化石が発見さ

れた場所である．ドイツのライン氏が採集し

ゲーラー氏が記載した．ここは，石徹白亜層

群に属する．また，最近の発見として，ここ

で1'ili乳類型肥虫類がはじめて見つかった．こ

れはHlli乳類の起源を考える上で軍要な手がか

りとなった．他に，淡水生の2枚貝の化石も

出てくる．ここは，天然記念物に指定されて

いるので，採取することはできなかったが，

写真③白峰の博物館から見た桑島の化石壁



雌や''I履石などからシダなどの化澗を見ること

ができた．

stop.3白峰村桑島の恐竜博物館

I'll11恐竜パークI'llll爺には，「桑島の化禰砿一

を対岸から見下ろすところにある．桑島のに

澗雛からはM'世代I'l那紀前後期の恐晒化石を

はじめ，たくさんの化石が発掘されている．

こちらの博物館には化石壁の模型も展示して

ある．また，手取層群の説明なども図などを

使ってあった．博物館の奥には，恐竜の進化

を音楽と光で体感できる恐竜トンネルがあり

きれいで幻想的であった．化石発掘現場もあっ

たが今回はli寺間がなく体験することができず

に残念であった．

stop､4尾口村瀬戸野の河原

ここでは，まず河原で化if採集をおこない，

その後，河原をしばらく歩き露頭観察をおこ

なった．露頭でははっきりした貫入器も見ら

れた．ここでは，化石が密集しておりたくさ

ん採集することができた．採集した化石のIl

から淡水性のMyrenatetoriensisが採取で

きた．昼前となり，暑さも贈してきたが化石

がたくさん出たので張り切って採集すること

ができた．

写真④瀬戸野の河原貫入岩の露頭

stop､5御手洗化石採集

ここでは，化石採集をおこなった．採取で

きたものとしては，海生の2枚貝とアンモナ

イト・イノセラムス・モデオラスなどがある．

化矛iは3～4点しか採集することができなかっ

たが，大きなものがほぼ完全な形で採喋する

12－

ことができた

蕊 蕊騨瀞､‘綴繍
識鰯

写真⑤御手洗化石採集地で見つかった貝化石

写真⑥同採集地で見つかったアンモナイト

夕食前の藤田先生講話（白樺ハイツにて）

嵩山県大山miの教育委員会藤田先生から篇

illの恐竜化石についての誰話があった．大山

miには手取層群の層がよくでている．大山町

で発見された露頭面は林道工事の際に崩れた

斜面から出てきた．この400㎡の露頭面の中

に300個以上の烏の恐竜の足跡化石，2点の

歯化石，多数の植物化石が見つかっており，

周辺からもカメの甲羅など貴軍な化石が見つ

かっている．足跡化石が日本で発見されたの

はここが初めてである．歯化石は植物化石と

--見似ているが，光沢があるのと鋸歯により

判断できる．足跡化石では恐竜の種類を細か

くは特定できないが，鋸歯の形態を調べると

砿類をしっかりと特定できる.II寺間があまり

なく詳しく話を|聞くことができなかったが，

恐竜化石の発見から現在に龍るまでの様子を

知ることができた．

8月11II(II)



stop,7アンキロサウルスの足跡見学

平成12年8月に発見されたアンキロサウ

ルス類の足跡化石は国内初のものであり，ま

た，スポールに展示してあるものは実|際に発

掘現場から取り出されたものである．アンキ

ロサウルスの足跡は前足5本，後ろ足4本の

特徴を持つ．足跡のへこみに植物化石があっ

た‘これは，恐竜が踏んだのか足跡がついた

後に植物が生えたのかどちらなのかわからな

いので，その当時の環境を探ってみるのもひ

とつの方法であるそうだ6

stop.8発掘現場見学

写真⑦大山町から発見されたアンキロサウル

スの足跡化石

昨夜，藤田先生に説明していただいた発掘

現場の見学に行った．この露頭は，林道工事

の際に崩れた斜面から出てきた．傾斜の角度

は約30度，面積は約400㎡である．この露

頭面からは,300個以上の足跡化石,2点の

歯化石，多数の植物化石が見つかっており，

周辺からも亀の甲羅など貴重なｲ鮪が見っかつ

写真⑧鳥の足跡化石

－13－

ている．ここでは，，鳥類の足跡化石を観察し

た．長さ約5cm,i隔約6cmほどの足跡化石が

75点もあった．その後，土捨て場で植物化

石の採集を行なった.残念ながら恐竜の化石

は発見されず植物化石のみ採集することがで

きた．

stop､9八尾町掛畑での化石採集

第三紀の二枚貝外巻貝が採集される．貝類

化石は二枚貝のGeloina･巻貝のTelescopium

を特徴とする亜熱帯型のマングローブスヮン

プ群集で前期中新世後期の八尾動物群として

よく知られている‘採集現場下部は中新世で

あり比較的新しいので，貝の化石がきれいな

形で発見される.ここで,採集した化石は貝

殻がまだ残っており，貝掘りをしているよう

な感覚であった．また，露頭まで川を渡って

行かなければならず，川の流れが速く滑った

りして大変だった．

写真⑨八尾町掛畑の化石採集現場の露頭状況

4．おわりに

今回の巡検では，二ケ所の恐竜博物館と多

くの化石発掘現場を中心に訪れた．資料によ

る知識だけでなく，実際に化石や発掘現場の

様子を見ることにより，恐竜が生きていた時

代の背景をより深く感じることができ，充実

したものであった。

最後に，3日間丁寧な解説をしていただい

た池上直樹先生に深く感謝の意を表する．ま

た,藤田将人博士および清水正之氏にもお世

話になった．これらの方々に深く感謝の意を

表し，巡検会報告とする．




